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令和７年度 移住促進委員会 取組み予定紹介

移住促進委員会は、主に次の６つの活動に取り組んでまいります。

１．空き家等への移住促進

２．他地域との交流促進

３．オーナー制導入研究

４．体験型宿泊施設の研究

５．移住者・企業との交流促進

６．共同イベント開催・各圃場草刈

・昨年度に実施した空き家調査結果を基に、空き家バンクとの連携や、かんだＨＰ・ＦＢを活用

した情報発信を行い、移住促進に取り組みます。

・移住された方々との交流を図り、北蟹谷の魅力を再認識し、各活動につなげたいと思います。

・共同イベントで実施する、大ビール祭り、芋イモ祭り等では大勢の皆様のご来場をお待ちして

おります。

北蟹谷地域活性化協議会からのお知らせ

小矢部市は、５校区（中部、大谷、蟹谷、津沢、東部）からなる地区民生委員児童委員協議会があります。

市民生委員児童委員協議会は、民生委員児童委員７１名、主任児童委員９名の８０名です。

蟹谷地区民生委員児童委員協議会を紹介します。

蟹谷小学校区３地区から編成されています。

蟹谷地区民生委員児童委員協議会 １４名（令和７年３月現在）

地区名 民生委員児童委員 主任児童委員

北蟹谷地区 ４名 １名

東蟹谷地区 ３名 ー

藪 波地区 ５名 １名

私達は、地域の皆様の相談にのり、生活状況を把握したり、必要な支援への、つなぎ役をしています。

傾聴活動の心構えとして、次のような点に留意しています。

・相手の話し易い場所、プライバシーの確保に努め、時間の配慮、雰囲気作りに心掛ける。

・思いやりの心を持って聴く。

・一方的に押し付けることなく、全てを受け入れながら聴く。

・先入観を持たず、自分の意見を主張しない。

相談内容の秘密は、守られます。相談、支援、要望等があれば民生委員児童委員にお気軽にお声掛けくだ

さい。

これからも地域の皆様に信頼されるよう活動していきます。

民生児童委員の仕事

北蟹谷だより
https://kitankanda.arunke.biz/

トピックス

来月には、梅雨の時季を迎えます。

棚田は、渋江川と五郎丸川の河岸段丘上にある集落ですが、これまで幾度となく水害に見舞われてきました。

近年では、平成１０年９月に渋江川の堤防が決壊し、公民館が床上浸水の被害を受けました。現在もその時

の水位の跡が残っています。

町内会では、毎年、渋江川川中の草刈りを行っていますが、県の小矢部土木事務所では、渋江川の川下か

ら順に河道掘削工工事を施工され河道に溜まった土砂の搬出がされました。

これにより河積が拡大し、河川の流量が

増えても堤防越水の危険性が低下しました。

今後とも、「五月雨を集めて危うし」と 工事施工前 工事施工後

ならぬよう定期的な河道掘削による安全性

の向上をお願いするとともに、私たちも市

から出ているハザードマップを確認するな

ど常に災害に対する危機意識を持ち続けて

いきたいものです。

工事施工前 工事施工後

棚 田 町 内 会
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